
令和６年度 第１回海老名市文化財保護審議会会議 次第 

日 時  令和６年12月17日（火） 

         10時00分～ 

会 場  海老名市役所703会議室 

 

 

１ 開  会 

２ あいさつ 

３ 議  題 

（１）文化財保護審議会会長及び副会長の選出について 

（２）相模国分寺跡保存活用部会の委員選出について             

（３）郷土芸能「海老名の囃子」調査状況について            資料１ 

（４）相模国分寺跡保存活用計画について                資料２ 

 

４ 報告事項等  

（１）令和６年度文化財保護事業計画及び実施状況            資料３ 

（２）相模国分寺跡・国分宿遺跡第28次調査の状況について        資料４          

（３）その他 

 

５ 閉  会 



郷土芸能「海老名の囃子」調査状況について（中間報告） 

 

１．現地調査 

  市内のはやし団体の練習時や祭礼時に訪問 

   ・聞き取りや現地確認により、団体ごとに調査票を作成 

    （発足、伝承経路、楽器の種類と構成、曲目など 

   ・演奏状況を動画撮影、録音 

   ・記録写真撮影 

   ・はやしのことば（譜面）を収集 

 

２．調査日程 

   別添のとおり 

  ※中河内はやし連のみ未了 

 

３．採譜（作成中） 

  各団体が演奏する、「屋台」（屋台囃子）の採譜、音楽的特徴の記録 

 

４．文献調査 

  海老名市史、郷土誌等の書籍を確認 

  海老名市史作成時に収集、マイクロ化した各地区の文書を確認 

 

５．今後のまとめ方 

  報告書とし、調査資料とともに保管する。 

  可能な範囲においてＰＤＦ化により、公開したい。 

 

６．今後のスケジュール 

  令和７年４月 海老名市はやし連絡協議会で調査成果概略を報告、 

         指定重要無形民俗文化財に指定することへの同意書を取得 

         令和７年中に指定手続を行いたい。 

資料 １ 
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令和６年度 海老名市域はやし調査日程 

【調査内容】 

はやし活動状況調査内容確認 
調査票による現状の確認：団体関係者への聞取り 

活動調査の聞き取り、調査票の内容にて現状の確認等 

演目「屋台」録画・録音 ビデオ、ボイスレコーダー、タブレット 

団体所有の楽器等の記録 
・楽器の数、写真撮影 

・演奏時の配置、屋台等の写真撮影 

・練習時に使用する道具や譜面等の撮影 

 

日  程 団  体 時  間 

４月 14 日（日曜日） 

中野はやし保存会 

（中野八幡宮例大祭） 
12 時～13 時 

大谷はやし連 

（大谷神明社例大祭） 
14 時 30～16 時 

６月 15 日（土曜日） 
本郷新宿はやし連 

(本郷新宿公民館：練習) 
19 時 30 分～21 時 

６月 28 日（金曜日） 

上今泉はやし保存会 

（上今泉コミセン：練習） 
17 時 30 分～19 時 

上郷はやし連 

（上郷自治会館：練習） 
20 時～21 時 

７月１日（月曜日） 
国分囃子保存会 

（国分北緑園自治会館：練習） 
19 時～20 時 

７月５日（金曜日） 
河原口はやし連 

（河原口自治会館：練習） 

20 時～21 時 

※7/13 有鹿神社祭礼 

７月７日（日曜日） 
中新田はやし連 

（諏訪神社：練習） 
10 時～12 時 

７月 13 日（土曜日） 
門沢橋澁谷囃子保存会 

（澁谷神社：宵宮） 
14 時～20 時 

７月 28 日（日曜日） 
社家はやし連 

（三島社：不動尊祭） 
16 時～17 時 30 分 

８月４日（日曜日） 

今里はやし保存会 

（今里ふれあい公園：盆踊り） 
13 時～15 時 

杉久保はやし連 

（豊受大神：盆踊り） 
16 時 30 分～18 時 

8 月７日（水曜日） 
柏ケ谷はやし保存会 

（聞取り） 
13 時～14 時 

８月８日（木曜日） 
下今泉はやし保存会 

（下今泉自治会館：練習） 
19 時～21 時 

９月４日（水曜日） 
本郷下河内はやし連 

（下河内公民館：練習） 
19 時 30～20 時 30 分 

９月 10 日（火曜日） 
本郷上町はやし保存会 

（本郷上町公民館：練習） 
19 時～20 時 30 分 
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3

【伝承経路】
　　　　伝承あり

　　　　定かではない
   
        その他影響等

5:下今泉

【伝承年代】
　　　　江戸時代

　　　　明治

　　　　大正

　　　　昭和

14:今里

7:河原口

2:上今泉

1:柏ケ谷

10:杉久保

4:大谷

15:社家

16:中野

8:中新田

3:国分

6:上郷

11:本郷下河内

9:中河内

石高・戸数：天保14年(1843)

海老名村(町)

有馬村

皆原(座 間) 相武台(座 間)

寺尾(綾 瀬)

草柳(大和)

柳島(茅ヶ崎)

田村(平塚)

戸田(厚木)

17:門沢橋

13:本郷上町

12:本郷新宿



1800

1900

2000

令
和

平
成

江
戸

明
治

大
正

昭
和

柏ヶ谷 上今泉 国分 下今泉 上郷 河原口 中新田 大谷 中河内 杉久保 本郷下河内 本郷新宿 本郷上町 今里 社家 中野 門沢橋渋谷 本郷居合

1805
太鼓胴内

1850

1855
太鼓勧化帳

発足 海老名市史

1864～
1865

不明

1873
発足

1882
本郷神社

1882
本郷神社

1888～
1892

1882
本郷神社

1889年
復活

海老名市史

浜降祭参加

1911
国分郷誌

1911
国分郷誌

1911
国分郷誌

1911
国分郷誌

海老名市史 1909
太鼓墨書

1916
太鼓墨書

1920年
再開

1926
山王社文書

1912
屋台
震災破損

1931
発足

1941
1939～
1945
国分郷誌

1941 1941

1965
復活

1970
1975
再開

1975
再開

1975
再開

1975
再開

1975
再開

1974
再開

1975
再開

1980
再開

1979
再開

1979
発足

1979
再開

1984
発足

1990
自治会移管
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各団体所在資料一覧

団体 根拠資料 巻 ページ 資料表題 記載内容 年代

海老名市史　９ 629 別編　民俗 綾瀬村寺尾から師匠を招き団員25名により囃子連が結成。 昭和６（1931）

団体資料

昭和２年に海老名村青年団柏ケ谷支部、支部長山崎千代吉氏以下25名が綾
瀬村寺尾の早川啓助、近藤昇作両氏を師匠として柏ケ谷はやし連を結成。
太平洋戦争の中断を経て復活したものの、２～３年で途切れていたが、昭和
50年（1975）に保存会として正式に結成

上今泉 団体資料
戦前の状況は定かではないが、青年団の活動が行われていた。昭和55年に
保存会が設立され、現在に至る。
※昭和55年（1980年）10月復活。復活には、座間（相武台）より笛を伝授。

昭和（戦前）

海老名市史　９ 629 別編　民俗
太鼓の胴内に文化２年（1805）新調と墨書。
慶応年間に中断したが、明治22年（1889）草柳（大和市）の師匠により伝授。

文化２年（1805）

国分郷誌(昭和55年発行) 82～86
明治22年復活。筆者の父などがその当時に大和村草柳より伝授。明治44年
頃途絶え、大正９年筆者を含め囃子連組織結成。
明治大正年間、海老名村で囃子連があったのは国分、大谷、上郷、下今泉。

団体資料
神社の氏子青年の集まりによる太鼓の練習と演奏が活動の発端であったと伝
えられている。平塚の田村囃子に起源があるといわれているが、継承経路は
定かではない。

喜永４年（1850年）

海老名市史　９ 628 別編　民俗 明治時代に行われていた地区 明治

山王社（大谷）所蔵文書
（マイクロ本表題）

2 １＊220 山王社余興費控 収入之部　　金１円　囃子連 大正15.2（1926）

①海老名市史　９
②弁財天・市杵島神社

①629
①別編　民俗
②太鼓勧化帳

「太鼓勧化帳」に安政２年とあり。
「笛、壱。太鼓、壱。附太鼓、壱組。摺鉦、壱。代金参両弐朱也」とある。

安政２年（1855）

団体資料

下今泉の囃子は座間市の皆原から伝えられたもので「下町ばやし」とのこと
で、当時の青年団の青年達により浅間神社の祭礼で自慢の腕を披露し、それ
が引き継がれてきた。下今泉のはやしの特徴は「おかめ・ひょっとこ・獅子」踊り
があり、踊りは蛭間定一氏　（歌舞伎役者）により復活され、現在に引き継がれ
ている。戦時中より途絶え、昭和５４年（1979年）復活。

海老名市史　９ 629 別編　民俗 草柳の方から来た東京の人より伝授されたという伝承あり。

団体資料 昭和50(1975)年復活。

河原口 団体資料 戦前は不明だが、昭和59年４月に河原口はやし連を設立。※上郷より伝授。 昭和59(1984)年

中新田 団体資料
鎮守諏訪神社の祭礼を賑やかにするため、昭和54年に会を発足させた。
その後、神輿の有志の会を発足するとともに、国分はやし保存会と大和市団
体から指導を受け現在に至る。

昭和54(1979)年

海老名市史　９ 629 別編　民俗 本郷新宿から伝授されたという伝承あり。

団体資料
昭和40年頃（1965年）、当時の青年団により復活。その後、昭和55年から子ど
もたちへの指導を始め、現在に至る。復活時に笛を大谷より伝授。
有馬村時代は社家や「けんかばし」として、いろんな場所で叩いていた。

郷土誌　本郷 140 戦前は青年団を中心に盛んに行われていたが、戦後は一時途絶える。

下河内公民館新築記念誌 20 昭和51年（1976）に町内の盆踊りで復活。

団体資料
・平塚市田村地区にある田村囃子の流れをくむ
・茅ヶ崎より流れ、新宿から下河内に伝わったと言われている。
※本郷、大谷とは似た叩き方。門沢橋、今里、社家とは全く違う。

海老名市史・郷土誌（本郷） 629・139 別編　民俗
明治６年（1873）茅ヶ崎柳島において一カ月で習得したという。
昭和10年頃（1935）までは盛んであったが戦争中に途絶え、昭和50年頃
（1975）に復活。

明治６年（1873）

本郷神社所蔵文書
(マイクロ本表題)

1＊350 見舞金控帳 金５０銭　　新宿太鼓連中
明治15.3.～
（1882）

団体資料 大正４年（1916）小太鼓新調（墨書）

郷土誌　本郷 138 大正末期、当時青年団６名により町内会に相談して購入したのが始まり。 大正末期

団体資料

大正時代に青年団主体で始まったと伝えられている。設立当初は村内の新宿
より指導を受けて現在に至ったといわれている。太鼓楽譜は新宿が作成。戦
争中の中断を経て昭和57年に復活し保存会設立とともに現在に至る。茅ヶ崎
から伝わっているときいている。

昭和57年（1979）

海老名市史　９ 628 別編　民俗 大太鼓修理の際、胴内に明治年間の墨書。

団体資料
・記：明治42年8月吉日（1909）東京浅聖天町　御太鼓師　宮本卯之助
　　大極上赤身　尺二寸長
・昭和５０（1975）年代に３名程度の指導者が夜間に練習を行って修得、復活

海老名市史　９ 628 別編　民俗 明治時代に行われていた地区

団体資料
昭和50年（1975年）に現会長の祖父（明治40年生）の代より教わる。
門沢橋と社家は戸田より

1＊218 金50銭　　中野村林連中

1＊307 芝居諸掛帳 金15円５銭也　是はト□□はやし方給金渡ス

1＊336 金２５銭　たいこ礼

団体資料
戦前は不明だが、昭和49年に復活。
平塚市の神田囃子の系列と伝えられている。

昭和49年（1974）

海老名市史　９ 629 別編　民俗 元治年間（1864～1865）伝来と伝承。

団体資料

平塚市田村の八坂神社から伝承。田村から大神、下戸田、一之宮、門沢橋等
に伝承。江戸中期より寒川神社の関係で発祥したと伝えられ、明治時代の初
期に神輿の修復と共に確立(明治21年から25年頃、渋谷神社の神輿や寒川
神社の神輿と共に「浜降祭」に出ていた)。昭和50年、継承のため消防団員主
体として「澁谷囃子保存会」を結成。

今里 明治（1909）

上郷 明治

杉久保 明治

社家

門沢橋 元治年（1864）

中野

本郷神社所蔵文書
(マイクロ本表題)

2
明治15.3.11
（1882）

明治

柏ケ谷

本郷上町

本郷下河内 昭和（戦前）

国分

下今泉

大谷

本郷新宿
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相模国分寺跡保存活用計画について 

 

１．経過 

1987 年『史跡相模国分寺跡保存整備基本計画』  

1993 年『史跡相模国分寺跡環境整備基本設計報告書』 

2000 年『相模国分寺跡保存管理計画』  

2007 年『史跡相模国分寺跡環境整備変更計画報告書』 

2017 年『史跡相模国分寺跡 案内・説明板等設置・更新の方針』  

2020 年 「相模国分寺跡保存活用計画」策定に向けて会議を開始 

     （相模国分寺跡保存活用部会） 

 

２．2020 年（コロナ禍）から現在までのとりくみ 

 東区画溝発掘調査 

 史跡指定 100 周年記念展示、講演会開催 

 測量座標の変換（日本測地系→世界測地系） 

 公園台帳整備 

 用地買収 

 暫定整備 

 復元動画公開 

 ＶＲ作成、体験会、温故館での公開 

 ｉＰａｄアプリの公開 

 

３．重点事項 

 東側地区の整備 

 活用 

 学術的成果の公開 

 

４．スケジュール 

 令和６年度中に素案を作成 

資料 ２ 



史跡相模国分寺跡保存活用計画構成

１．計画策定の目的と経過

　　計画の目的

　　保存活用計画策定にかかる組織と経過

　　他計画との関係

　　計画の範囲

　　計画の実施

２　史跡の概要

　　史跡の名称・種別・所在地・管理団体

　　指定告示、説明、範囲図

　　指定に至る経緯、指定理由、調査成果

３．史跡の本質的価値

　　史跡の本質的価値の明示

　　新たな価値評価の視点の明示

　　構成要素の特定

４．大綱・基本方針

　　望ましい将来像

　　基本方針（保存管理、活用、整備、運営・体制）

５．保存

　　現状・課題

　　方向性

　　　・現状変更及び保存に影響を及ぼす行為の取り扱い方針・基準

　　　・史跡指定地外の直近周辺環境の構成要素の管理手法

　　　・公有地化方針

６．活用

　　現状・課題

　　方向性

　　方法（学校教育／社会教育／地域活用）

７．整備

　　現状・課題

　　方向性

　　方法

８．運営・体制

　　現状・課題

　　方向性・方法・体制

９．施策の実施計画の策定・実施

　　工程期間

　　短期・中長期・総括表

１０．経過観察

　　方向性

　　方法

　　附編

R6.12月現在



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

伽藍東側地区 

  

指定地外関連遺構 

 記録保存調査の公開 

 重要遺構発見の取り扱い 

整備に伴い発掘調査を要する場所 

 講堂跡西側北面回廊跡 

 金堂跡東側及び築地跡 

 伽藍東側 

 僧房跡北側 

望 ま し い 将 来 像  

・我が国の歴史の一端を示す、重要な証として、相模国分寺跡を恒久的に保存、次世 

代に継承する。 

・海老名市の誇り、地域の宝として、見学・観光、学習だけでなく、誰もが行きたく

なる、行ってみようと思える史跡であり続ける。 

 

基 本 方 針  

 ①遺跡・遺構の保護・保存 

 ②相模国分寺跡全体像を明確にする 

 ③相模国分寺跡の歴史・機能を分かりやすく表現する 

 ④歴史的景観、環境の保全 

 ⑤学習的活用 

⑥市民の文化的活動を通じたふれあいの場づくり 

⑦市民参画協働によるまちづくりと地域アイデンティティの創出 

保 存 の 課 題  

 ・史跡地全体の用地買収 

・国有地の取扱い（移管） 

 ・史跡地内の道路の付け替え、廃道 

 ・史跡地（公有地）内の電柱類、防火水槽等撤去  

 ・都市公園（特殊公園）化 

 ・出土遺物の展示と保管場所確保 

 ・学術研究の進展、史跡の本質的価値の追求 

 ・発掘調査の実施（史跡保存が前提） 

 ・史跡外の取り扱い 

 

活 用 の 課 題  

 ・学校教育での学習機会 

 ・利用マナー・上部利用ルール 

・温故館でのガイダンス機能充実 

・VRやAR等の効果的な導入 

・ガイド協会・自治会・商工業者等との連携 

・案内板の設置維持管理 

・当時の建物の様子の見せ方 

・史跡利用者、見学者の駐車場確保 

・便益施設、維持管理施設 

（トイレ・水道・維持管理機材置き場等） 

 

整 備 の 課 題  

 ・全体照明計画見直し 

（ LED 化（一部完了 ）、 配置、高さ、意匠） 

・ベンチの位置と意匠 

・電源、水道の配置 

・安全な見学のための県道側歩道整備 

・主要伽藍地内の歩道 

・南側民地境界の目隠し等設置 

・適正な植栽配置（特殊樹木の植栽をしない） 

・整備後、公有地化後の維持管理 ( 除草、樹木剪定 )  

 ・史跡整備や関連遺跡保存のため集めた礎石の活用 

（現在経蔵跡近くに集約） 

・未買収地にある古民家の扱い 

・便益施設設置の場合の意匠 

・周辺景観の整備（ごみ置き場修景） 

雨落石敷の再整備 
基壇修繕 

東側展開確認・遺構表示
方法再検討 

平面表示・石材補修 

基壇整備内容、東側整備レベル検討 
案内板設置 

東側房数確認、整備 

遺構表示 
 

遺構表示 
案内表示 

遺構表示 
案内表示 

遺構表示
方法検討 
 

廃道 
整備内容検討 
案内表示 

ガイダンス 
機能充実 

整備内容の検討 
多目的広場・便益施設設置検討 
区画溝表示手法 

遊歩道整備 

海 老 名 市
温 故 館  

  

遺構表示 
 

史跡地全体の課題 

適 正 な 植 栽 配 置 ・ 管 理 電 柱 類 の 対 応 

照 明 計 画 見 直 し 

史跡相模国分寺跡保存活用計画策定 課題等図 

礎 石 類
の 活 用 

Ｒ６．12段階 

市 道 7 号 線  

市 道 1110 号 線  

県 道 40 号  民地との境界目隠し等 



文化財保護法（抜粋）                                                                                

 （史跡名勝天然記念物保存活用計画の認定）                                                  

第百二十九条の二 史跡名勝天然記念物の管理団体又は所有者は、文部科学省令で定めるところに

より、史跡名勝天然記念物の保存及び活用に関する計画（以下「史跡名勝天然記念物保存活用計

画」という。）を作成し、文化庁長官の認定を申請することができる。                      

２ 史跡名勝天然記念物保存活用計画には、次に掲げる事項を記載するものとする。                                 

 一 当該史跡名勝天然記念物の名称及び所在地                                                 

 二 当該史跡名勝天然記念物の保存及び活用のために行う具体的な措置の内容                                   

 三 計画期間                                                                

 四 その他文部科学省令で定める事項                                                     

３ 前項第二号に掲げる事項には、当該史跡名勝天然記念物の現状変更又は保存に影響を及ぼす行

為に関する事項を記載することができる。         

４ 文化庁長官は、第一項の規定による認定の申請があつた場合において、その史跡名勝天然記念

物保存活用計画が次の各号のいずれにも適合するものであると認めるときは、その認定をするもの

とする。                                                 

 一 当該史跡名勝天然記念物保存活用計画の実施が当該史跡名勝天然記念物の保存及び活用に寄

与するものであると認められること。           

 二 円滑かつ確実に実施されると見込まれるものであること。                                          

 三 第百八十三条の二第一項に規定する文化財保存活用大綱又は第百八十三条の五第一項に規定

する認定文化財保存活用地域計画が定められているときは、これらに照らし適切なものであること。                                                   

 四 当該史跡名勝天然記念物保存活用計画に前項に規定する事項が記載されている場合には、そ

の内容が史跡名勝天然記念物の現状変更又は保存に影響を及ぼす行為を適切に行うために必要なも

のとして文部科学省令で定める基準に適合するものであること。                       

５ 文化庁長官は、前項の認定をしたときは、遅滞なく、その旨を当該認定を申請した者に通知し

なければならない。                   

 （認定を受けた史跡名勝天然記念物保存活用計画の変更）                                       

第百二十九条の三 前条第四項の認定を受けた史跡名勝天然記念物の管理団体又は所有者は、当該

認定を受けた史跡名勝天然記念物保存活用計画の変更（文部科学省令で定める軽微な変更を除く。）

をしようとするときは、文化庁長官の認定を受けなければならない。                     

２ 前条第四項及び第五項の規定は、前項の認定について準用する。                                        

 （現状変更等の許可の特例）                                                         

第百二十九条の四 第百二十九条の二第三項に規定する事項が記載された史跡名勝天然記念物保存

活用計画が同条第四項の認定（前条第一項の変更の認定を含む。以下この章及び第百五十三条第

二項第二十五号において同じ。）を受けた場合において、当該史跡名勝天然記念物の現状変更又は



保存に影響を及ぼす行為をその記載された事項の内容に即して行うに当たり、第百二十五条第一

項の許可を受けなければならないときは、同項の規定にかかわらず、当該現状変更又は保存に影

響を及ぼす行為が終了した後遅滞なく、文部科学省令で定めるところにより、その旨を文化庁長

官に届け出ることをもつて足りる。      

 （認定史跡名勝天然記念物保存活用計画の実施状況に関する報告の徴収）                                     

第百二十九条の五 文化庁長官は、第百二十九条の二第四項の認定を受けた史跡名勝天然記念物の

管理団体又は所有者に対し、当該認定を受けた史跡名勝天然記念物保存活用計画（変更があつた

ときは、その変更後のもの。次条第一項及び第百二十九条の七において「認定史跡名勝天然記念

物保存活用計画」という。）の実施の状況について報告を求めることができる。                                             

 （認定の取消し）                                                              

第百二十九条の六 文化庁長官は、認定史跡名勝天然記念物保存活用計画が第百二十九条の二第四

項各号のいずれかに適合しなくなつたと認めるときは、その認定を取り消すことができる。                                                        

２ 文化庁長官は、前項の規定により認定を取り消したときは、遅滞なく、その旨を当該認定を受

けていた者に通知しなければならない。          

 （管理団体等への指導又は助言）                                                       

第百二十九条の七 都道府県及び市町村の教育委員会は、史跡名勝天然記念物の管理団体又は所有

者の求めに応じ、史跡名勝天然記念物保存活用計画の作成及び認定史跡名勝天然記念物保存活用

計画の円滑かつ確実な実施に関し必要な指導又は助言をすることができる。                    

２ 文化庁長官は、史跡名勝天然記念物の管理団体又は所有者の求めに応じ、史跡名勝天然記念物

保存活用計画の作成及び認定史跡名勝天然記念物保存活用計画の円滑かつ確実な実施に関し必要な

指導又は助言をするように努めなければならない。   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（抜粋）重要文化財保存活用計画等の認定等に関する省令                                                  

                                                                                                           

第九節 史跡名勝天然記念物保存活用計画                                         

 （史跡名勝天然記念物保存活用計画の認定の申請）                                               

第四十条 法第百二十九条の二第一項（法第百七十四条の二第一項において準用する場合を含む。）の規

定による史跡名勝天然記念物（特別史跡名勝天然記念物を含む。以下同じ。）の保存及び活用に関する

計画（以下「史跡名勝天然記念物保存活用計画」という。）の認定の申請をしようとする者は、別記様

式第 十八号による申請書を文化庁長官に提出しなければならない。                                          

２ 前項の申請書には、次に掲げる書類、図面及び写真を添えなければならない。                                  

 一 史跡名勝天然記念物保存活用計画に法第百二十九条の二第三項（法第百七十四条の二第一項にお

いて準用する場合を含む。第四十二条第二項において同じ。）に規定する事項を記載している場合には、

次に掲げる書類、図面及び写真                                  

  イ 現状変更等の設計仕様書及び設計図又は計画書                                              

  ロ 現状変更等を必要とする理由を証するに足りる資料があるときは、その資料                                 

  ハ 申請者が管理団体であるときは、現状変更等に係る工事その他の行為が行われる土地の所有者

の承諾書                      

  ニ 申請者が権原に基づく占有者（現状変更等に係る工事その他の行為が行われる土地に係るもの

に限る。）以外の者であるときは、権原に基づく占有者の承諾書                                                                

  ホ 管理団体がある場合において、申請者が所有者であるときは、管理団体の意見書                               

  ヘ 管理責任者がある場合は、その意見書                                                  

  二 その他参考となるべき書類、図面又は写真                                                 

 （添付書類等の記載事項等の変更）                                                      

第四十一条 前条第二項の書類、図面若しくは写真に記載し、又は表示した事項を変更しようとすると

きは、あらかじめ、文化庁長官にその旨を届け出なければならない。                                                                

 （史跡名勝天然記念物保存活用計画の記載事項）                                                

第四十二条 法第百二十九条の二第二項第四号（法第百七十四条の二第一項において準用する場合を含

む。）の文部科学省令で定める事項は、次に掲げるものとする。                                                                  

 一 史跡名勝天然記念物保存活用計画の名称                                                  

 二 史跡名勝天然記念物の指定年月日                                                     

 三 管理団体がある場合は、その名称及び事務所の所在地                                            

 四 管理責任者がある場合は、その氏名又は名称及び住所                                            

 五 その他参考となるべき事項                                                        

２ 史跡名勝天然記念物保存活用計画に法第百二十九条の二第三項に規定する事項を記載する場合には、

次に掲げる事項を記載するものとする。       



 一 史跡名勝天然記念物の現状変更等に係る基準（申請者が定める史跡名勝天然記念物の適切な保存

のために必要な現状変更等の行為者、態様、頻度、規模、区域、期間その他の現状変更等の内容及び実施

の方法に関する基準をいう。次条第一号において同じ。）                      

 二 現状変更等を必要とする理由                                                       

 三 現状変更等の内容及び実施の方法                                                     

 四 現状変更等により生ずる物件の滅失又は毀損、景観の変化その他現状変更等が史跡名勝天然記念

物に及ぼす影響に関する事項             

 （史跡名勝天然記念物保存活用計画の認定の基準）                                               

第四十三条 法第百二十九条の二第四項第四号（法第百二十九条の三第二項（法第百七十四条の二第一

項において準用する場合を含む。）及び第百七十四条の二第一項において準用する場合を含む。）の文

部科学省令で定める基準は、次のとおりとする。                            

 一 史跡名勝天然記念物の現状変更等に係る基準が明確であること。                                       

 二 現状変更等の内容及び実施の方法が明らかであること。                                           

 三 史跡名勝天然記念物の滅失、毀損又は衰亡が著しいものとなるおそれがないこと。                               

 四 史跡名勝天然記念物の価値を著しく減じるおそれがないこと（前号に掲げるものを除く。）。                          

 五 史跡名勝天然記念物（動物（生息地、繁殖地及び渡来地を含む。）及び植物（自生地を含む。）に限

る。）の生息環境又は生態系に著しい影響を及ぼすおそれがないこと（前二号に掲げるものを除く。）。                                             

 （認定を受けた史跡名勝天然記念物保存活用計画の軽微な変更）                                         

第四十四条 法第百二十九条の三第一項（法第百七十四条の二第一項において準用する場合を含む。）の

文部科学省令で定める軽微な変更は、次に掲げる変更以外の変更とする。                                                             

 一 計画期間の変更                                                             

 二 史跡名勝天然記念物の現状変更等（法第百二十五条第一項の許可を受けなければならないもの又

は法第百六十八条第一項（第一号に係る部分に限る。） 

  若しくは第二項の規定による同意を求めなければならないものに限る。）に関する変更                              

 三 前二号に掲げるもののほか、史跡名勝天然記念物の保存に影響を及ぼすおそれのある変更                            

 （現状変更等の許可の特例の際の様式）                                                    

第四十五条 法第百二十九条の四（法第百七十四条の二第一項において準用する場合を含む。）の規定に

よる届出をしようとする者は、別記様式第十九号による届出書を文化庁長官に提出しなければならな

い。                                                

２ 前項の届出書には、現状変更等の結果を示す写真又は見取図を添えなければならない。                              

                             



抜粋
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令和６年度 海老名市教育委員会教育総務課文化財係事業概要 
 

事業名 事業内容 期日 

事業費 
単位：千円 

※補正予算後額 

(前年度予算) 

温故館 

維持管理事業費 

〇市民の郷土意識・郷土愛を育むとともに歴史学習の

場として郷土資料館「温故館」で資料の展示公開を

実施する。  

〇企画展やパネル展示等を実施する。 

〇施設を適切に維持管理する。 

〇小中学校の見学や学習対応 

〇「奈良時代の相模国分寺」ＶＲ公開 

 

通年 

 

７月～12 月 

 

適宜 

通年 

１４，７４７ 

※１６，１０９ 

(13,890) 

歴史資料収蔵館 

維持管理事業費 

〇市史編さん事業で収集した資料や公文書を整理保

存し、閲覧可能資料の整備、公開を行う。 

〇ミニ収蔵品展「江戸後期から明治期の双六」 

〇施設の適正な維持管理を図る。 

通年 

 

４～６月 

年度内 

６，０１７ 

※６，６６５ 

(5,982) 

文化財保護 

事業費 

〇市内の文化財を適切な保護と指定文化財等の審議

を行うために文化財保護審議会会議、部会（相模国

分寺保存活用部会）を開催する。 

〇市指定重要文化財への助成支援をする。 

〇江戸時代から伝承されるまつり囃子や大谷歌舞伎、

ささら踊りの保存伝承と活用を図るために各種助

成等支援する。 

〇県指定天然記念物「海老名の大欅」、「有馬のはるに

れ」の保存修理、維持管理を行う。 

 ・「海老名の大欅」枯枝剪定、支柱交換 

〇指定・登録基準に基づき、保存価値のある文化財を

調査、指定・登録する。 

 〔調査対象〕 

  ・海老名の囃子 

  ・不動明王 

〇スライド等写真資料の電子データ化し保全を行う。 

〇ふるさと文化財ボランティアの協力を得ながら今

福薬医門公園を維持管理・活用する。 

 

各 2 回程度 

 

 

通年 

通年 

 

 

適宜 

 

 

適宜 

 

 

 

 

適宜 

通年 

 

 

１１，７０６ 

※１１，８８０ 

(12,796) 
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〇史跡相模国分寺跡、史跡相模国分尼寺跡、史跡秋葉

山古墳群を歴史資産として利活用するため、草刈

や、破損個所の修理等、軽微な整備、適切な維持管

理を行う。 

適宜 

文化財活用 

事業費 

〇史跡、文化財や出土遺物等を活用し、文化財保護意

識の高揚、郷土愛の醸成のための事業を実施する。 

・体験教室の開催（かながわ考古学財団との連携） 

・文化財ガイドの実施（海老名ガイド協会に委託） 

・文化財ガイド養成講座（海老名ガイド協会共催） 

・講演会の開催 

・文化財等の案内板の整備・補修を行う。 

・「相模国分寺３６０」アプリ活用 

・相模国分寺跡で遊具展開事業（「あそびのひろば」） 

 を実施 

〇相模ささら踊り大会への参加 

〇文化財収蔵庫を適切に管理する｡ 

○はやし叩き初め大会開催 

夏期 

 

6,10,12,3 月 

6 月 

適宜 

通年 

通年 

通年 

 

 

7 月 

通年 

１月 

１，４３９ 

※１，４６２ 

(3,002) 

 

埋蔵文化財調査 

事業費 

〇市内 89 ヶ所の埋蔵文化財包蔵地(遺跡)内で行われ

る土木工事等について適切な指導を行うため試掘

調査等を実施し、埋蔵文化財の包蔵状況を確認す

る。 

〇個人専用住宅建設に先立つ本掘調査、開発等に伴う

工事立会等を実施する。 

〇過去に実施した発掘調査の報告書を刊行する。 

 

通年 

 

 

 

通年 

 

通年 

 

６，９０２ 

(5,771) 

 

相模国分寺跡整備

事業費 

○相模国分寺跡のうち令和5年度買収部分に安全策等

の設置を行う。 
年度 

１，２５０ 

※２，０２７ 

（151,712） 

合 計 

４２，０６１ 

※４５，０４５ 

（193,153） 
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三日月井戸、独鈷井戸の案内板設置について 

 
 上今泉所在の市登録史跡「三日月井戸」と「独鈷井戸」に文化財案内板を設置しまし

たので報告します。 
それぞれの井戸の景観に影響がないように配慮し、日英二か国語標記、HP で公開し

ている「むかしばなし」を読むことができる QR コード、秋葉山古墳群までの案内図を

つけました。 
このほか三日月井戸への案内用マグネットシート（倉庫に貼る）も作成しました。 

 
 （１）三日月井戸 
   板面 横３０㎝×縦４０㎝ 

   高さ 約１．６ｍ 

 
（２）独鈷井戸 

   板面 横４０㎝×縦３０㎝ 
   高さ 約１．２ｍ 
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「わが街の推し遺跡!!～聞いて！みて！！こんなにすんごい私たちの街の歴史～」 

推し遺跡パネル展 （公財）かながわ考古学財団との共催結果について 

 

 

かながわ考古学財団設立 30 周年記念の一環として、県内市町村の「推し遺跡」についてまとめ、

パネル展等が開催されました。海老名市教育委員会で共催しましたので、その結果について報告し

ます。 

 

1.目 的：神奈川県内にある遺跡について、一般への理解を深めるとともに、より多くの方々 

に関心をもってもらうようにする。 

 

2.実施内容等 

 （１）横浜会場  令和６年 9月 27 日（金）～29 日（日） 

          センタープラザ横浜新都市ビル９階（横浜そごう） 

           パネル展 487 人 ミニ講座「元町貝塚」25 名参加 

 

   小田原会場  令和６年 10月 18 日（金）～20 日（日） 

          小田原駅東口図書館 

           パネル展 201 名 ガイドウォーク「江戸期の小田原城」21 名参加（抽選） 

 

   海老名会場  令和６年 11月６日（水）～18 日（月） 

          ロマンスカーミュージアム 

           パネル展 4940 人 ガイドウォーク「廃駅と遺跡」15 名参加（抽選） 

          遺物展示、動画映写 

3．実施所見 

 地域の歴史・考古学について幅広い層に関心をもってもらうことができた。共催により、他市の

遺跡の紹介とともに海老名以外での展示もされ、意義あるものとなった。 

ガイドウォークの様子 展示の様子 
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国分宿遺跡・相模国分寺跡第 28 次調査発掘調査の概要報告 

 

調査の概要 

◇遺 跡 名 国分宿遺跡・相模国分寺跡 

◇所 在 地 海老名市国分南一丁目 20 付近 

◇調査期間 2024 年 10 月１日～12 月 4 日 

◇調査原因 宅地造成 

◇事 業 者 住友林業株式会社 

◇調査面積 約３３０㎡ 

      （開発道路などにより埋蔵文化財が 

壊される範囲） 

◇調査組織 株式会社パスコ 

◇発見された遺構 

  中世      溝状遺構など 

  奈良・平安時代 竪穴建物跡、瓦溜り、溝状 

遺構など 

  古墳～弥生時代 溝状遺構（環濠） 

◇出土した遺物 

  中世      白磁・青磁・陶器など 

  奈良・平安時代 瓦、土師器、須恵器など 

  古墳時代    土器など 

 

◇第 28 次調査の概要 

 A 区では、第０－１次調査（マンション建設に伴い昭和 61 年に実施された発掘調査）で

確認され、現地保存された瓦溜りが検出されました。その瓦溜りの下には中世の所産と思

われる溝状遺構が確認されました。溝状遺構は造成計画で影響のある範囲のみ調査し、未

調査部分は埋戻しを行いました。 

 Ｂ区では、奈良・平安時代の所産と思われる溝状遺構が検出されました。さらにその溝

状遺構の下から弥生時代～古墳時代の所産と思われる溝状遺構が検出されています。 

 溝状遺構は史跡地内金堂付近で確認されている溝状遺構と同一のものであると推定され

ます。 

 また、奈良・平安時代の瓦溜りの下には、７世紀末～８世紀初めの所産と思われる竪穴

建物跡が確認されました。 

相模国分寺跡 伽藍配置

調査地点 

資料４



A 区 

B 区 

 

SD ①A 区 瓦溜り 

②B 区 瓦溜り 

③B 区 竪穴建物跡 

④A 区 溝状遺構 

⑤B 区 竪穴建物跡 

⑥B 区 溝状遺構（環濠） 

奈良・平安時代面 確認遺構 

調査終了時 確認遺構 


